
　赤穂といえば 。

　でもどうして赤穂は塩の産地として有名なのでしょうか？

　それは、塩の作り方の歴史をみるとわかります。

　今回の展示では、塩づくりの歴史と、そこからなぜ赤穂が

塩の名産地になったのかについて、ご紹介いたします！
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　ここで展示しているのは、浅野家が赤穂藩主であった江戸時代前期、17 世紀

後半頃の遺物です。このころ、赤穂塩田では本格的な塩の生産が始まり、赤穂産

の塩が出回っていたと思われます。ただし、江戸時代の塩はほとんどが醤油や漬

物などの食品加工に使われたと考えられるため、食事に使った塩に関連した物が出

土することはほとんどありません。

　その中でも、当時の塩のことがわかる珍しい遺物として、 があります。

これは塩田で作った塩をいったん水に溶かし、再び煎熬、さらに得られた塩を土

器に詰めて高温で焼きます。こうすることで純度が高く、味も良いサラサラの塩

を作ることができます。

　こうして作られる焼塩は、極めて高級な食卓塩として使われ、上級武士や大名、

公家などに珍重されていました。そのため、焼塩であることを示すために、作ら

れた時の土器の壺に入れられたまま販売され、食卓にあがったといわれています。

焼塩壺は城の御殿や上級武士の屋敷などから多く出土することも、こうしたこと

を裏付けています。

　赤穂では焼塩も盛んで、江戸時代初頭にはすでに焼塩が名産品となり、将軍に

献上されていたといわれています。展示した焼塩壺にも赤穂産のものが含まれて

いると思われますが、当時焼塩の産地として有名であった堺（現在の大阪府堺市）

の焼塩壺もあることがわかります。こうした焼塩壷は藩主の食事や宴会で使用さ

れたものと考えられます。

しょくたくえん

ちんちょうくげ



大手門

厩口門

天守台

刎橋門

「藪」

くつろぎ池泉

「藪」

「藪」

浅野時代（元禄14年・1701年）の本丸御殿

長屋

長屋

番所

風呂

広間・書院

藩主の居間

奥御殿

唐臼部屋

台所台所

「射前小屋」

「馬場腰かけ」

馬場？
矢場？

馬場？
矢場？本丸庭園

発掘された「くつろぎ」池泉
この場所から大量の陶磁器や箸などの食器とともに、焼塩壺が捨てられた状態でみつかった。

焼塩壺は赤穂城跡本丸御殿の近くにあった「くつろぎ池泉」の発掘調査で出土した。
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　江戸時代には休浜同盟など、瀬戸内海の塩の産地同士が組織的に活動してい

ましたが、明治時代になると政府が塩の生産・販売は自由に行うべきという方

針をとったため、塩市場が一時混乱します。しかし、明治 38（1905）年、塩

は専売制となり、塩の生産や販売は、すべて政府の管理下におかれるようになり

ます。

　これは政府が日露戦争の費用を確保するため、また外国産の安い塩から国内の

製塩業を守るため、塩の価格を安定させるために行われたとされています。

　赤穂は主要な塩の産地であったことから、大蔵省の機関である

が置かれ、このときから、赤穂で生産された塩は全て

塩務局の塩倉庫へ集められ、そこから全国へ出荷・販売されるようになりました。

　国の管理下に置かれた塩の生産地では、生産の近代化・効率化や製塩方法の

改良が進められます。昭和時代に入ると、江戸時代以来の「釜屋」での煎熬が

廃止され、近代的な工場で「かん水」を煎熬、塩を生産する方法へと変わって

いきます。

　昭和 13（1938）年には赤穂東浜合同煎熬工場が、昭和 23（1948）年に赤

穂西浜製塩工場が完成、江戸時代以来の釜屋で石炭を使って「かん水」を煮詰

める方法は廃止され、「 」とよばれる現代でも行われている近代的

な方式での煎熬が行われるようになり、大量の塩を効率よく生産できるように

なりました。　
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　戦後になると、外国産の安い塩が登場し、塩をさらに安く効率よく作る必要

が出てきました。

　そこで登場したのが、電動ポンプや枝条架を利用した です。

これはそれまでの入浜塩田とはちがって、「採かん」に砂を使わない画期的な

方法でした。具体的には水を通さないように粘土や瓦を敷いた塩田の上に海水

を流して、太陽熱で水分を蒸発させた後、さらに竹で作った枝条架から海水を

したたらせ、風で水分を蒸発させる方法です。つまり、人間が塩田の砂を集め

たり、砂を乾燥しやすくさせるための「引浜」をする必要が無くなりました。

　この方法が導入されると、塩田の人手は１／１０、生産量は３倍になり、と

ても効率よく塩田で塩が作れるようになりました。

　この流下式塩田への転換は、赤穂塩田では昭和３０（１９５５）年頃から進

められ、昭和３３（１９５８）年に完全に完了しました。

　結果、効率よく塩が作れるようにはなりましたが、江戸時代からみられた伝

統的な入浜塩田の風景は失われてしまいました。
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　流下式塩田で大量の塩が生産できるようになりましたが、問題がありました。

それは予想より生産量が多くなりすぎたことです。

　すでに塩の生産量は日本専売公社が予想した量を大きく超えており、政府は

塩の生産調整を計画します。全国各地の塩の産地を廃止し、わずかな産地のみ

を残すというもので、昭和３４（１９５９）年頃には、赤穂塩田のうち西浜塩

田に廃業が提案されるようになりました。また、経営状態が良く、利益の多かっ

た赤穂東浜塩田についても廃業が指示され、昭和４６（１９７１）年に生産を

停止し、塩田を廃止しました。

　しかし、赤穂伝統の製塩業を守ろうと考えた赤穂西浜塩田は、新たな株式会

社となることで廃業をまぬがれます。その後、さらに効率よく塩の作れる

を使用した製塩法を導入することで、塩の生産を行い続けること

に成功します。

　「イオン交換膜」を用いた方法では、海水から電気分解によって塩分をとり

だして「採かん」するため、塩田が全く必要ありません。そのため、「イオン

交換膜」が導入されると、流下式塩田は廃止されます。

　赤穂塩田では昭和４４（１９６９）年にイオン交換膜が採用され、昭和４６（１

９７１）年に塩田が完全に廃止され、完全に工場内のみで製塩を行う方式に転

換されました。

　



　赤穂から塩田は姿を消し、広大な跡地は工場や住宅地になり、当時の面影は

ほとんど残っていません。

　しかし、現在でも製塩工場での塩づくりは盛んで、赤穂の塩は全国生産の２

割を占め、製塩業は赤穂の主要な産業として、その伝統が引き継がれています。

　また、塩田の歴史を伝えるため、赤穂海浜公園内には復元塩田「塩の国」が、

また赤穂市立海洋科学館が設立され、塩田と塩の歴史を今に伝えています。

　これからも、赤穂の塩の歴史は引き継がれていくことでしょう。


